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【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党小金井市議団　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　民：小金井市議会民主党　　　リ：リベラル保守の会
ネ：生活者ネットワーク　改：改革連合　　　　　　　　緑：緑・市民自治こがねい
会：こがねい市民会議　　小：小金井自由民主請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果

○：賛成  ×：反対  △：退席  議：議長（原則、採決には加わらず）

付　

託　

先

小会緑改ネネリリ民民公公公公共共共共自自自自
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 建：建設環境委員会 議：議会運営委員会
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採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○建

公共用地境界図抄本の証明文について、「道路区域の境界線図のと
おり確認済み」へと変更すること、「図面番号」と「道路区域点」の
名称を用いることが確約されたが、履行されていない。速やかな実
施を求める。

小金井市道路行政の正常化を
求める陳情書（１）

採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○厚

都が今年度追加した「医療保健政策市区町村包括補助事業」の中の
「骨髄移植支援事業」に当たる、白血病などの血液疾患等における
骨髄移植ドナーになった方への支援について、市の制度の策定を求
める。

骨髄移植ドナー支援に関する
陳情書

採　択×○○議○○○○○○××××○○○○××××総

①事故発生時の市長の対応、②都港湾局、空港事務所からの連絡の
時期・内容、③慣熟飛行、④着陸高度の現状と対応策、⑤他市等へ
の働きかけ、⑥課題認識と次期市長への引継ぎについて、確認する
ことを求める。

調布飛行場墜落事故に関して
小金井市の対応状況について
説明していただくことを求め
る陳情書

不採択×○○議○○○○××××××××××××××議
市議会議員の行政への監視機能を向上するため、東京都議会、日光
市議会等、先進自治体議会に先例のある「文書質問制度」を議会基
本条例に規定することについて調査することを求める。

議会基本条例制定に際し「文
書質問制度」を導入すること
の調査を求める陳情書

不採択×××議××××××××××××××××××厚
小金井市立図書館における青少年の健全たる育成等を阻害する図書
の排除のため、市の例規を改正すること、また、関係法令の改正に
ついて、国と東京都に対し意見書を提出することを求める。

公立図書館における青少年の
健全たる育成等を阻害する図
書の排除を求める陳情書

不採択×××議××××××××××××××××××総
稲葉市政１６年間の課題を検証する第三者機関について、稲葉市長自
らが設置し、次期市長に引き継ぐよう稲葉市長に求めることを求め
る。

稲葉市政１６年間の第三者検証
機関の設置を求める陳情書

不採択×○○議○○○○××××××××××××××総

今任期における市長、市長の後援会・確認団体による政党支部・政
治団体等への現金供与の実態、迂回献金の事実の有無の確認、公職
選挙法等や議員の政治倫理条例に対する見解を明らかにすること等
を求める。

稲葉市長による市議所属政党
支部への多額な現金供与につ
いて、事実関係を明らかにす
ることを求める陳情書

請願・陳情の審査の流れ

請　

願
・
陳　

情

議　

長　

受　

理

議会事務局へ提出いただいた請願・陳情の審査は次のように行われます。

本会議で所
管の委員会
に付託

委員会で
審査

本会議で
採決(※)

市長等へ
送付

請願・陳情
代表者へ通
知

不採択

採択

継続審査

本会議の最終日
に所管の委員会
に付託

閉会中の委員会
で審査

次の定例会

市長等が願意
にそって執行
・処理

執行・処理経
過及び結果を
議長へ報告

定例会 ※　採択、不採択、継続審査の他に趣旨採択及び審議未了と
なる場合があります。なお、いずれの場合も請願・陳情代
表者に結果が送付されます。

趣旨採択とは
　請願・陳情について、財政事情等から願意を実現すること
が困難な場合に行う、「請願・陳情全体の願意は理解でき、
その趣旨目的には賛成である」という意味の議決です。
審議未了とは
　議会が、その意思を示すべき案件ではない等の判断を行い、
会期中に議決も継続審査決定もしないことで、会期不継続の
原則により、廃案（審議未了）とするものです。

●定例会2日目の午後5時
　までに提出されたもの

●定例会最終日の2日前の午後5時
　までに提出されたもの

●閉会中に提出されたもの
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